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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも一つのトランスポンダと無線通信するのに適合したトランスポンダ通信装置で
あって、
問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを発生させて、前記トランスポンダ通信装置の
受信範囲内に存在する作動状態のトランスポンダに、応答情報を発生させ及び送信するよ
うに問い合わせることができる問合わせ手段と、
前記問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを前記受信範囲内に存在するトランスポン
ダに送信する送信手段と、
前記問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムに応答して前記受信範囲内に存在するトラ
ンスポンダによって発生され及び送信された応答情報を受信する受信手段と、
不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させ、これによって、前記受信範囲内に存
在する作動状態のトランスポンダを、前記トランスポンダが前記問合わせ情報の少なくと
も一つのアイテムに応答して前記応答情報を発生させず及び送信しない状態に設定するこ
とかできる不作動手段とを有するトランスポンダ通信装置において、
前記不作動手段が、不作動情報を発生させるように適合した不作動段を有し、これによっ
て、問合わせ情報に応答して応答情報を既に送信した前記受信範囲内に存在する作動状態
のトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することができ、前記不作動手段が
、他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるのに適合した他の不作動段を
有し、これによって、問合わせ情報に応答して応答情報を既に送信した前記受信範囲内に
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存在する作動状態のトランスポンダを、作動状態から待機状態に設定することができ、前
記問合わせ手段が、前記問合わせ情報を発生させるのに適合した問合わせ段を有し、これ
によって、前記受信範囲内に存在するトランスポンダを、不作動状態から作動状態に設定
することができ、かつ、必要な場合には、前記受信範囲内に存在するトランスポンダに、
前記応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができ、
前記問合わせ手段が、他の問合わせ情報を発生させるのに適合した他の問合わせ段を有し
、これによって、前記受信範囲内に存在するトランスポンダを、不作動状態から作動状態
に設定することができ、かつ、前記受信範囲内に存在するトランスポンダに、前記応答情
報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができ、
前記問合わせ手段が、更に他の問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるの
に適合した更に別の問合わせ段を有し、これによって、問合わせ情報に応答して応答情報
を既に送信した前記受信範囲内に存在する作動状態のトランスポンダに、作動状態のまま
で応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにしたこと
を特徴とするトランスポンダ通信装置。
【請求項２】
前記受信手段と協同する評価手段を設け、この評価手段が、トランスポンダから送信され
た応答情報の少なくとも一つの受信したアイテムの発生に依存して検出情報の少なくとも
一つのアイテムを発生させるのに適合した検出手段を有し、前記不作動手段の他の不作動
段を、前記検出情報の発生に依存して前記他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを
発生させるよう作動させるようにしたことを特徴とする請求項１記載のトランスポンダ通
信装置。
【請求項３】
前記受信手段と協同する評価手段を設け、この評価手段が、トランスポンダから送信され
た応答情報の少なくとも一つの受信したアイテムの発生に依存して検出情報の少なくとも
一つのアイテムを発生させるのに適合した検出手段を有し、前記問合わせ手段の更に別の
問合わせ段を、前記検出情報の発生に依存して前記更に他の問合せ情報の少なくとも一つ
のアイテムを発生させるよう作動させるようにしたことを特徴とする請求項１記載のトラ
ンスポンダ通信装置。
【請求項４】
選択手段が前記評価手段と協同し、前記評価手段から供給された検出情報を前記選択手段
に供給することができ、前記他の不作動段を、前記選択手段に供給された検出情報に対応
して前記他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるよう前記選択手段によ
って作動させることができるようにしたことを特徴とする請求項２記載のトランスポンダ
通信装置。
【請求項５】
前記評価手段が、一つのトランスポンダのみから送信された受信した応答情報の発生に依
存して第１の制御情報を発生させるように適合した他の手段と協同し、その他の手段によ
って発生した第１の制御情報を前記不作動段に供給して、前記不作動情報を発生させるこ
とができるようにしたことを特徴とする請求項２記載のトランスポンダ通信装置。
【請求項６】
前記検出手段を、前記受信手段がトランスポンダから送信された任意の応答情報を受信し
ない作動状態を検出するのに適合させ、前記検出手段を、この作動状態の検出に応じて他
の検出情報を発生させるように適合させ、前記問合わせ段を、前記他の検出情報の発生に
依存して前記問合わせ情報を発生させるよう作動することができるようにしたことを特徴
とする請求項２記載のトランスポンダ通信装置。
【請求項７】
少なくとも一つのトランスポンダ通信装置と無線通信を行うように適合するとともに作動
状態でトランスポンダ通信装置と通信するように作動するトランスポンダであって、
トランスポンダ通信装置から送信された問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを受信
する受信手段と、
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受信した問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを検出する問合わせ検出手段と、
前記問合わせ検出手段によって検出された受信した問合わせ情報に応答して応答情報を発
生させるために前記問合わせ検出手段によって制御されるのに適合した応答手段と、
その応答手段によって発生した応答情報を送信する送信手段と、
前記トランスポンダを、前記トランスポンダが前記問合わせ情報に応答して応答情報を発
生させず及び送信しない状態に設定することができる不作動検出手段とを有するトランス
ポンダにおいて、
前記不作動検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された不作動情報を検出するの
に適合した不作動検出段を有し、これによって、前記問合わせ情報に応答して応答情報を
既に送信した作動状態のトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することがで
き、前記不作動検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された他の不作動情報を検
出するのに適合した他の不作動検出段を有し、これによって、前記問合わせ情報に応答し
て応答情報を既に送信した作動状態のトランスポンダを、作動状態から待機状態に設定す
ることができ、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された問合わせ情報を検出す
るのに適合した問合わせ検出段を有し、これによって、前記トランスポンダを、不作動状
態から作動状態に設定することができるとともに、必要な場合には、前記トランスポンダ
に、応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにし、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された他の問合わせ情報を検
出するのに適合した他の問合わせ検出段を有し、これによって、前記トランスポンダを、
待機状態から作動状態に設定することができるとともに、前記トランスポンダに、応答情
報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにし、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された更に別の問合わせ情報
を検出するのに適合した更に別の問合わせ検出段を有し、これによって、問合わせ情報に
応答して応答情報を既に送信した作動状態のトランスポンダに、作動状態のままで応答情
報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにしたことを特徴と
するトランスポンダ。
【請求項８】
前記不作動検出段を、不作動情報の検出後不作動状態情報を発生させ及び送信するように
適合させ、その不作動状態情報によって、前記トランスポンダを作動状態から不作動状態
に設定し、前記不作動状態情報を記憶することができる不作動状態メモリを設け、これに
よって前記トランスポンダを不作動状態に保持することができるようにしたことを特徴と
する請求項７記載のトランスポンダ。
【請求項９】
前記他の不作動検出段が、待機状態情報を発生させ及び送信する手段と協同し、その手段
を、前記他の不作動検出段によって作動させることができるとともに、前記トランスポン
ダを作動状態から待機状態に設定することができ、前記待機状態情報を記憶することがで
きる待機状態情報メモリを設け、これによって、前記トランスポンダを待機状態に保持す
ることができるようにしたことを特徴とする請求項７記載のトランスポンダ。
【請求項１０】
前記更に別の問合わせ検出段が、待機状態情報を発生させる手段と協同し、その手段によ
って、前記トランスポンダを作動状態から待機状態に設定することができ、前記待機状態
情報を記憶することができる待機状態情報メモリを設け、これによって、前記トランスポ
ンダを待機状態に保持することができるようにしたことを特徴とする請求項７記載のトラ
ンスポンダ。
【発明の詳細な説明】
本発明は、少なくとも一つのトランスポンダと無線通信するのに適合したトランスポンダ
通信装置であって、
問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを発生させて、前記トランスポンダ通信装置の
受信範囲内に存在する作動状態のトランスポンダに、応答情報を発生させ及び送信するよ
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うに問い合わせることができる問合わせ手段と、
前記問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを前記受信範囲内に存在するトランスポン
ダに送信する送信手段と、
前記問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムに応答して前記受信範囲内に存在するトラ
ンスポンダによって発生され及び送信された応答情報を受信する受信手段と、
不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させ、これによって、前記受信範囲内に存
在する作動状態のトランスポンダを、前記トランスポンダが前記問合わせ情報の少なくと
も一つのアイテムに応答して前記応答情報を発生させず及び送信しない状態に設定するこ
とかできる不作動手段とを有するトランスポンダ通信装置に関するものである。
また、本発明は、少なくとも一つのトランスポンダ通信装置と無線通信を行うように適合
するとともに作動状態でトランスポンダ通信装置と通信するように作動するトランスポン
ダであって、
トランスポンダ通信装置から送信された問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを受信
する受信手段と、
受信した問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを検出する問合わせ検出手段と、
前記問合わせ検出手段によって検出された受信した問合わせ情報に応答して応答情報を発
生させるために前記問合わせ検出情報によって制御されるのに適合した応答手段と、
その応答手段によって発生した応答情報を送信する送信手段と、
前記トランスポンダを、前記トランスポンダが前記問合わせ情報に応答して応答情報を発
生させず及び送信しない状態に設定することができる不作動手段とを有するトランスポン
ダに関するものである。
第１段落で規定したタイプのトランスポンダ通信装置及び第２段落で規定したタイプのト
ランスポンダは市販されており、したがって既知である。このような既知のトランスポン
ダ通信装置及びトランスポンダに対して、例えば、米国特許出願明細書第５，３４５，２
３１号を参照すればよい。
既知のトランスポンダ通信装置及びトランスポンダに対して、上記米国特許出願明細書第
５，３４５，２３１号は、複数の既知のトランスポンダが既知のトランスポンダ通信装置
の受信範囲内に存在する場合、既知のトランスポンダの各々の個別の選択の問題が生じる
ことを詳しく説明している。このような個別の選択を既知のトランスポンダ通信装置の選
択手段によって行うことができ、このために、それは、問合わせ情報の少なくとも一つの
アイテムを発生させ及び送信することができる問合わせ手段を有し、これによって、既知
のトランスポンダ通信装置の受信範囲内に存在するトランスポンダの各々に、応答情報を
連続的に発生させるとともにそれを既知のトランスポンダ通信装置に連続的に送信するよ
うに要求することができる。既知のトランスポンダ通信装置において、各々が作動状態で
ある複数のトランスポンダが存在することが存在プロトコルによって検出され、トランス
ポンダ通信装置は、トランスポンダ通信装置の受信範囲内に存在する複数のトランスポン
ダの検出後、トランスポンダの総数の半分のうちの一つがトランスポンダ通信装置の受信
範囲内に存在するか否かの問合わせを開始する。これを、トランスポンダ通信装置が問合
わせプロトコルを送信することによって行う。トランスポンダの総数の問い合わせた半分
のうちの一つ以上のトランスポンダがトランスポンダ通信装置の受信範囲内に存在する場
合、各々が作動状態のこれらトランスポンダは、個別のコード及びあるテストビットをト
ランスポンダ通信装置に送信することによって応答する。個別のコードの各々は、関連の
トランスポンダに発生する応答情報を形成し、関連のトランスポンダによって送信される
。トランスポンダが応答すると、トランスポンダが既に選択されている。しかしながら、
複数のトランスポンダが応答する場合、応答情報が重なり合うようになり、それがテスト
ビットと関連してトランスポンダ通信装置で検出される。次いで、トランスポンダ通信装
置が別の問合わせを開始し、トランスポンダの総数の半分が更に半分にされる。このプロ
セスは、一つのトランスポンダのみが応答するまで繰り返される。トランスポンダが問合
わせに応答しない場合、プロセスは補足的なトランスポンダ群の分割を行う。トランスポ
ンダが選択されると、次の選択プロセス中の再選択が禁止され、トランスポンダ通信装置
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に設けられた不作動手段が不作動情報を発生させ、その結果、選択後、受信範囲内に存在
するトランスポンダは、作動状態から、問合わせ情報に応答して任意の応答情報を発生せ
ず及び送信しない状態に設定することができ、したがって、トランスポンダ通信装置の受
信範囲内に存在する他の全てのトランスポンダを選択した後のみ既に選択したトランスポ
ンダを確実に選択することができる。
既知のトランスポンダ通信装置及びトランスポンダにおいて、各トランスポンダがトラン
スポンダ通信装置の受信範囲内にはいると作動状態となり、トランスポンダが選択される
ので作動状態であると仮定され、その後、膜は、問合わせ情報に応答して応答情報を発生
させることができない状態に設定される。特に比較的多数のトランスポンダがトランスポ
ンダ通信装置の受信範囲内に存在するとき、トランスポンダが選択前に作動状態となるた
めにトランスポンダ通信装置との通信が妨害され、このようなことは不所望なことである
。給電用の統合された電源を有する能動トランスポンダの場合において、トランスポンダ
が作動状態となるがトランスポンダは比較的長い時間作動状態である必要がないために、
不必要な電力消費が発生し、これも不所望なことである。
本発明の目的は、第１段落で説明したタイプのトランスポンダ通信装置及び第２段落で説
明したタイプのトランスポンダの上記問題を除去するとともに、常に妨害及び問題のない
通信を行うことができるとともにトランスポンダの操作モードを簡単かつ信頼性を持って
相違する通信タスクに対して適合させることができる向上したトランスポンダ通信装置及
びトランスポンダを提供することである。
本発明によれば、上記目的を達成するために、第１段落で規定したタイプのトランスポン
ダ通信装置は、前記不作動手段が、不作動情報を発生させるように適合した不作動段を有
し、これによって、問合わせ情報に応答して問合わせ情報を既に送信した前記受信範囲内
に存在する作動状態のトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することができ
、前記不作動手段が、他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるのに適合
した他の不作動段を有し、これによって、問合わせ情報に応答して応答情報を既に送信し
た前記受信範囲内に存在する作動状態のトランスポンダを、作動状態から待機状態に設定
することができ、前記問合わせ手段が、前記問合わせ情報を発生させるのに適合した問合
わせ段を有し、これによって、前記受信範囲内に存在するトランスポンダを、不作動状態
から作動状態に設定することができ、かつ、必要な場合には、前記受信範囲内に存在する
トランスポンダに、前記応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることが
でき、
前記問合わせ手段が、他の問合わせ情報を発生させるのに適合した他の問合わせ段を有し
、これによって、前記受信範囲内に存在するトランスポンダを、作動状態から不作動状態
に設定することができ、かつ、前記受信範囲内に存在するトランスポンダに、前記応答情
報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができ、
前記問合わせ手段が、他の問合わせ情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるのに適
合した更に別の問合わせ段を有し、これによって、作動状態の問合わせ情報に応答して応
答情報を既に送信した前記受信範囲内に存在するトランスポンダに、作動状態のままにす
ることなく応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるように
したことを特徴とするものである。
本発明によれば、トランスポンダ通信装置によって複数の制御情報アイテムを発生させ及
びトランスポンダ通信装置の受信範囲内に存在するトランスポンダの各々に送信して、各
トランスポンダを、トランスポンダ通信装置とその受信範囲内に存在するトランスポンダ
のうちの任意のものとの間の通信における相違するタスクに対応する相違する作動モード
に簡単に設定することができる。トランスポンダを待機状態に設定することができるので
、例えば、個々のトランスポンダをトランスポンダ通信装置によって複数のトランスポン
ダから選び出す選択プロセス中に、このような選択プロセス中に必要のない全てのトラン
スポンダを待機状態に設定することができ、その結果、選択プロセスに悪影響が及ぼされ
ないという利点を有する。このようなトランスポンダの待機状態は、適用可能な場合、待
機状態におけるトランスポンダの電力消費を作動状態の場合に比べて個別に減少させるこ
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とができるという利点も有する。
本発明によるトランスポンダ通信装置において、前記受信手段と協同する評価手段を設け
、この評価手段が、トランスポンダから送信された応答情報の少なくとも一つの受信した
アイテムの発生に依存して検出情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるのに適合し
た検出手段を有し、前記不作動手段の他の不作動段を、前記検出情報の発生に依存して前
記他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるよう作動させるようにした場
合、有利であることが確認された。このようにしてトラブルなく簡単に他の不作動情報を
発生させることができる。
本発明によるトランスポンダ通信装置において、前記受信手段と協同する評価手段を設け
、この評価手段が、トランスポンダから送信された応答情報の少なくとも一つの受信した
アイテムの発生に依存して検出情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるのに適合し
た検出手段を有し、前記問合わせ手段の更に別の問合わせ段を、前記検出情報の発生に依
存して前記他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるよう作動させるよう
にした場合、有利であることが確認された。このようにして、このようにしてトラブルな
く簡単に更に別の不作動情報を発生させることができる。
二つの先行する段落で規定したような本発明によるトランスポンダ通信装置において、選
択手段が前記評価手段と協同し、前記評価手段から供給された検出情報を前記選択手段に
供給することができ、前記他の不作動段を、前記選択手段に供給された検出情報に対応し
て前記他の不作動情報の少なくとも一つのアイテムを発生させるよう前記選択手段によっ
て作動させることができるようにした場合、有利であることか確認された。選択手段によ
って、他の不作動情報を発生させる選択を簡単に行うことができる。
以前の段落で規定したようなトランスポンダ通信装置の一例において、選択手段が評価手
段と共同し、評価手段から供給された検出情報を選択手段に供給することかでき、さらに
別の問合わせ手段を、前記選択手段に供給された検出情報に対応してさらに別の問合わせ
情報を発生させるために選択手段によって作動させることができる。選択手段によって、
他の問合わせ情報を発生させる選択を簡単に行うことができる。
評価手段を有する本発明によるトランスポンダ通信装置において、前記評価手段が、一つ
のトランスポンダのみから送信された受信した応答情報の発生に依存して第１の制御情報
を発生させるように適合した他の手段と協同し、その他の手段によって発生した第１の制
御情報を前記不作動段に供給して、前記不作動情報を発生させることができるようにした
場合、有利であることが確認された。その結果、他の手段によって、不作動情報の発生を
相違する状態に対して簡単に適合させることができる。
以前の段落で規定したような本発明によるトランスポンダ通信装置において、他の手段を
、一つのトランスポンダのみから送信された受信した応答情報の発生に依存して第２の制
御情報を発生させるのにも適合させ、他の手段によって発生した第２の制御情報を問合わ
せ手段の他の問合わせ段に供給して、他の問合わせ情報を発生させることができる場合、
有利であることが確認された。その結果、他の手段によって、他の問合わせ情報の発生を
相違する状態に対して簡単に適合させることができる。
二つの先行する段落で規定した二つの例のような他の手段を有する本発明によるトランス
ポンダ通信装置の一例において、他の手段をデータ通信手段によって構成し、これによっ
て、一つのトランスポンダのみから送信された受信した応答情報の発生に依存して、この
トランスポンダのデータ通信手段とのデータ通信を行うことができ、これによって、制御
情報をこのようなデータ通信の終了時に発生させる場合も、非常に有利であることが確認
された。したがって、任意の存在するデータ通信手段を、制御情報の少なくとも一つのア
イテムの発生に利用することもできる。
検出手段を有する評価手段を有する本発明によるトランスポンダ通信装置において、前記
検出手段を、前記受信手段がトランスポンダから送信された任意の応答情報を受信しない
作動状態を検出するのに適合させ、前記検出手段を、この作動状態の検出に応じて他の検
出情報を発生させるように適合させ、前記問合わせ段を、前記他の検出情報の発生に依存
して前記問合わせ情報を発生させるよう作動することができるようにした場合、非常に有
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利であることが確認された。したがって、応答情報を受信しない場合、応答問合わせ情報
を簡単に再び自動的に発生させることができる。
以前の段落で規定したような本発明によるトランスポンダ通信装置において、作動手段を
検出手段と問合わせ段の問合わせ段との間に配置し、検出手段から供給された他の検出情
報を作動手段に供給することができ、作動手段を、前記作動手段に供給される他の情報に
対応して問合わせ情報を発生させるために問合わせ段を作動させることができる場合、非
常に有利であることも確認された。作動手段によって、問合わせ段を、相違する作動基準
に依存して簡単に作動させることができる。
既に規定した本発明によるすべてのトランスポンダ通信装置において、個々のトランスポ
ンダを複数のトランスポンダから選択することができる手段を設ける場合、有利であるこ
とが確認された。したがって、本発明によるトランスポンダ通信装置による本発明による
トランスポンダの個別の選択を、簡単かつ信頼性をもって行うことができる。
本発明によれば、上記目的を達成するために、第２段落で規定したタイプのトランスポン
ダは、前記不作動検出手段が、トランスポンダ通信時化団から送信された不作動情報を検
出するのに適合した不作動検出段を有し、これによって、前記問合わせ情報に応答して応
答情報を既に送信した作動状態のトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定する
ことができ、前記不作動検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された他の不作動
情報を検出するのに適合した他の不作動検出段を有し、これによって、前記問合わせ情報
に応答して応答情報を既に送信した作動状態のトランスポンダを、作動状態から待機状態
に設定することができ、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された問合わせ情報を検出す
るのに適合した問合わせ検出手段を有し、これによって、前記トランスポンダを、不作動
状態から作動状態に設定することができるとともに、必要な場合には、前記トランスポン
ダに、応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにし、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された他の問合わせ情報を検
出するのに適合した他の問合わせ検出段を有し、これによって、前記トランスポンダを、
待機状態から作動状態に設定することができるとともに、前記トランスポンダに、応答情
報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにし、
前記問合わせ検出手段が、トランスポンダ通信装置から送信された更に別の問合わせ情報
を検出するのに適合した更に別の問合わせ検出段を有し、これによって、問合わせ情報に
応答して応答情報を既に送信した作動状態のトランスポンダに、作動状態のままにするこ
となく応答情報を再び発生させ及び送信するように問い合わせることができるようにした
ことを特徴とする。
本発明によるトランスポンダによれば、複数の制御情報アイテムを処理して、トランスポ
ンダを、トランスポンダとトランスポンダ通信装置との間の通信の相違するタスクに対応
する相違する動作モードに簡単に設定することができる。本発明によるトランスポンダを
、作動状態に、作動状態から不作動状態に、作動状態から待機状態に、不作動状態から作
動状態に及び待機状態から作動状態に設定することができる。本発明によるトランスポン
ダを待機状態に設定することができるので、例えば、個々のトランスポンダをトランスポ
ンダ通信装置によって複数のトランスポンダから選び出す選択プロセス中、このような選
択プロセス中に必要のない全てのトランスポンダを設定することができ、その結果、選択
プロセスに悪影響が及ぼされない。このようなトランスポンダの待機状態は、適用できる
場合、待機状態のトランスポンダの電力消費を作動状態の場合に比べて個別に減少させる
ことができるという利点を有する。
本発明によるトランスポンダにおいて、前記不作動検出段を、不作動情報の検出後不作動
状態情報を発生させ及び送信するように適合させ、その不作動状態情報によって、前記ト
ランスポンダを作動状態から不作動状態に設定し、前記不作動状態情報を記憶することが
できる不作動状態メモリを設け、これによって前記トランスポンダを不作動状態に保持す
ることができるようにした場合、有利であることが確認された。したがって、本発明によ
るトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することができ、簡単かつ信頼性を
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持って作動状態に保持することができる。
以前の段落で規定した本発明によるトランスポンダにおいて、問合わせ情報の検出後不作
動状態メモリを問合わせ検出段によって消去することができる場合、非常に有利であるこ
とが確認された。したがって、このようなトランスポンダを、非常に簡単に不作動状態か
ら作動状態に設定することができる。
他の不作動検出段を有する本発明によるトランスポンダにおいて、前記他の不作動検出段
が、前記不作動状態情報を発生させ及び送信する手段と協同し、その手段を、前記他の不
作動検出段によって作動させることができるとともに、前記トランスポンダを作動状態か
ら待機状態に設定することができ、前記不作動状態情報を記憶することができる不作動状
態情報メモリを設け、これによって、前記トランスポンダを待機状態に保持することがで
きるようにした場合、非常に有利であることも確認された。したがって、本発明によるト
ランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することができ、非常に簡単かつ信頼性
をもって待機状態に保持することができる。
本発明によるトランスポンダにおいて、前記不作動検出段を、不作動情報の検出後不作動
状態情報を発生させ及び送信するように適合させ、その不作動状態情報によって、前記ト
ランスポンダを作動状態から不作動状態に設定し、前記不作動状態情報を記憶することが
できる不作動状態メモリを設け、これによって前記トランスポンダを不作動状態に保持す
ることができるようにした場合、有利であることが確認された。したがって、本発明によ
るトランスポンダを、作動状態から不作動状態に設定することができるとともに、簡単か
つ信頼性をもって不作動状態に保持することができる。
以前に規定したような本発明によるトランスポンダにおいて、問合わせ情報の検出後不作
動状態メモリを問合わせ検出段によって消去することができる場合、有利であることが確
認された。したがって、このようなトランスポンダを、不作動状態から作動状態に非常に
簡単に設定することができる。
他の不作動検出段を有する本発明によるトランスポンダにおいて、前記他の不作動検出段
が、前記不作動状態情報を発生させ及び送信する手段と協同し、その手段を、前記他の不
作動検出段によって作動させることができるとともに、前記トランスポンダを作動状態か
ら待機状態に設定することができ、前記不作動状態情報を記憶することができる不作動状
態情報メモリを設け、これによって、前記トランスポンダを待機状態に保持することがで
きるようにした場合、非常に有利であることが確認された。
したがって、本発明によるトランスポンダを、作動状態から待機状態に保持することがで
きるとともに、非常に簡単かつ信頼性をもって待機状態に保持することができる。
他の問合わせ検出段を有する本発明によるトランスポンダにおいて、前記他の不作動検出
段を前記更に別の問合わせ検出段によって構成し、前記更に別の問合わせ検出段が、待機
状態情報を発生させる手段と協同し、その手段が、前記更に別の不作動検出段を作動させ
ることができ、これによって、前記トランスポンダを作動状態から待機状態に設定するこ
とができ、前記待機状態情報を記憶することができる待機状態メモリを設け、これによっ
て、前記トランスポンダを待機状態に保持することができるようにした場合、非常に有利
であることも確認された。
以前の二つの段落で規定したような本発明によるトランスポンダにおいて、待機状態メモ
リを、問合わせ情報の検出後問合わせ検出段によって及び他の問合わせ情報の検出後他の
問合わせ検出段によって消去することができる場合、非常に有利であることも確認された
。したがって、このようなトランスポンダを、簡単に待機状態から作動状態に再び設定す
ることができる。
以前に規定した本発明による全てのトランスポンダにおいて、トランスポンダ通信装置と
共同して個々の複数のトランスポンダから選択することができる手段を設けた場合、有利
であることが確認された。
本発明の上記及び他の態様を、後に例示して説明した実施の形態から明らかにし、これら
実施の形態を参照して詳細に説明する。
本発明を、図示した実施の形態を参照して詳細に説明するが、本発明はこれらに限定され
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るものではない。
図１は、トランスポンダを不作動状態にするために不作動情報を発生させる不作動手段及
びトランスポンダを作動させるとともに応答情報の送信のためにトランスポンダを問い合
わせる問合わせ情報を発生させる問合わせ手段を有する本発明の第１の実施の形態による
トランスポンダ通信装置を線図的に示す。
図１は、第２の実施の形態及び第３の実施の形態を本発明によるトランスポンダ通信装置
の第１の実施の形態に基づいて構成することができる方法も説明する。
図２は、トランスポンダを不作動状態にする不作動手段及びトランスポンダを作動させる
とともに応答情報の送信のためにトランスポンダを問い合わせる問合わせ検出手段を有す
る本発明の第１の実施の形態によるトランスポンダを示す。
図２は、本発明の第２の実施の形態及び第３の実施の形態を本発明によるトランスポンダ
の第１の実施の形態に基づいて構成することができる方法も示す。
図３Ａ～３Ｌは、図１に示したトランスポンダ通信装置及び図２に示したトランスポンダ
に発生する上鵜補及び時間窓の時間ダイヤグラムを線図的に示す。
図１は、少なくとも一つのトランスポンダ２を用いた無線通信を行うのに適合したトラン
スポンダ通信装置１を示す。この場合、トランスポンダ通信装置１は、複数の個別に選択
可能なトランスポンダ２と無線通信を行うのに適合し、そのトランスポンダ２を図２に示
す。先ず第１に、図１に示したトランスポンダ通信装置１の構成を以後詳細に説明する。
トランスポンダ通信装置１はマイクロコンピュータ３を有し、これによって複数の手段及
び機能を実現し、その一部を後に説明する。以後、本文に関連するマイクロコンピュータ
３よって実現される手段及び機能を詳細に説明する。
マイクロコンピュータ３を用いてトランスポンダ選択手段４を実現し、その選択手段は、
トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在する作動状態のトランスポンダ２を個別に
連続的に選択する。トランスポンダ選択手段４は、問合わせ情報ＡＦＩの少なくとも一つ
のアイテムを発生させるように適合させて、トランスポンダ通信装置１の受信範囲内にあ
る作動状態のトランスポンダ２に対して応答情報ＡＷＩを発生させ及び送信させるように
要求することができる。問合わせ手段５によって発生した問合わせ情報ＡＦＩの少なくと
も一つのタイプを、マイクロコンピュータ３の出力部６に供給することができる。
問合わせ手段５によって発生した問合わせ情報ＡＦＩを、出力部６から、問合わせ情報Ａ
ＦＩを受信範囲内に存在するトランスポンダ２に送信するために設け及び送信するように
適合させた送信手段７に供給することができる。送信手段７は、パルス幅変調器のような
既知の方法で構成した変調器８を有する。しかしながら、この変調器を位相変調器又は周
波数変調器とすることもできる。変調器８を、クロック信号ＴＳを受信するように配置し
、それを発生させるためにトランスポンダ通信装置１はクロック信号発生器９を有する。
変調器８によって変調された問合わせ情報ＡＦＩを送信増幅器１０に供給することができ
、これは、増幅した変調問合わせ情報ＡＦＩを、既知の方法でトランスポンダ２の送信コ
イルともに誘導する送信コイル１２を有するコイル段１１に供給する。
トランスポンダ通信装置１は、以前にトランスポンダ通信装置１から送信された問合わせ
情報ＡＦＩに応答してトランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在するトランスポンダ
２によって発生させ及び送信した応答情報ＡＷＩを受信するために設け及び受信するのに
適合した受信手段１３も有する。受信手段１３は、送信コイル１２を具えるコイル段１１
も有し、これによってトランスポンダ２の送信コイルから送信された応答情報ＡＷＩを受
信モードで受信することができる。送信コイル１２によって受信した応答情報ＡＷＩを、
受信手段１３の受信増幅器１４に供給することができる。受信増幅器１４によって増幅さ
れた変調応答情報を、例えば同期復調器とする復調器１５に供給することができ、この復
調器１５は、通常は振幅変調した供給された応答情報を復調する。変調器８と同様に、復
調器もクロック信号発生器９からクロック信号ＴＳを受信する。他の送信方法を用いる場
合、他の適切な復調器を設けることができる。
マイクロコンピュータ３によって実現されるトランスポンダ選択手段４は、非作動手段１
６も有し、これによって、トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在する作動中のト
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ランスポンダ２は、非作動状態を選択した後に作動状態から非作動状態にセットすること
ができ、非作動状態では、トランスポンダ２は、少なくとも一つのタイプの問合わせ情報
ＡＦＩに応答して応答情報を発生させず、かつ、送信しない。
トランスポンダ通信装置１において、トランスポンダ選択手段４は、好適にはＫ時間連続
的な時間窓ＺＦのシリーズＦを発生させるために設け及び適合させた時間窓発生手段１７
も有する。本例では、時間窓発生手段１７を、時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４
を連続的に発生させるのに適合させる。時間窓発生手段１７の出力部１８に、四つの時間
窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４を規定する信号、すなわち、情報を発生させる。時
間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４を発生させるために、クロック信号発生器９から
のクロック信号ＴＳを、マイクロコンピュータ３の第１入力部１９を通じて時間窓発生手
段１７に供給することができる。さらに、時間窓発生手段１７に対する制御手段２０を設
けて、時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４の発生を制御する。好適には、制御手段
２０は問合わせ手段５及びゲート回路２１を有し、このゲート回路２１に対して、問合わ
せ手段５から発生させることができる問合わせ情報ＡＦＩを供給することができ、このゲ
ート回路２１は問合わせ情報ＡＦＫを発生させるように適合させる。問合わせ識別ＡＦＫ
を時間窓発生手段１７に供給して、前記手段を制御することができる。したがって、問合
わせ手段５が問合わせ情報を発生させるとき、制御手段２０は、時間窓発生手段１７を制
御し及び駆動させて、一連のＫ＝４の時間窓ＺＦを発生させる。また、複数の問合わせ情
報ＡＦＩを連続的に発生させることによって、制御手段２０は、時間窓発生手段１７を連
続的に複数回制御し及び駆動し、その結果、Ｋ＝４の一連の時間窓ＺＦを連続的に複数回
発生させる。
Ｋ＝４の一連の時間窓ＺＦの各々の間、トランスポンダ通信装置１の受信手段１３は、後
に詳細に説明するように、少なくとも一つの時間窓ＺＦ１，ＺＦ２．ＺＦ３又はＺＦ４の
応答情報ＡＷＩの少なくとも一つのアイテムを受信する。
トランスポンダ通信装置１において、選択手段４は、好適には時間窓発生手段１７及び受
信手段２２と協同する評価手段２２も有し、これによって、トランスポンダ２から受信す
るとともに連続的に３回送信した応答情報ＡＷＩの発生に依存して、トランスポンダ２を
、連続的に複数回発生したＫ＝４の一連の時間窓ＺＦの各シリーズＦの少なくとも一つの
時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３又はＺＦ４中で選択することができ、これも後に詳細に説
明する。評価手段２２は、時間窓発生手段１７の出力部１８から時間窓ＺＦ１，ＺＦ２．
ＺＦ３及びＺＦ４を規定する信号又は情報及び受信手段１３の復調器１５からマイクロコ
ンピュータ３の第２入力部２４に供給される復調された応答情報ＡＷＩを受信するために
配置した検出手段２３を有し、この検出手段は、一連のＫ＝４の時間窓ＺＦの少なくとも
一つの時間窓ＺＦ１，ＺＦ２．ＺＦ３又はＺＦ４でトランスポンダから受信した応答情報
ＡＷＩの少なくとも一つのタイプの発生に依存して検出情報のＫ＝４のあり得るアイテム
の検出情報の一つのアイテムを発生させる。本例では、検出情報とすることができる時間
窓情報ＺＦＩのＫ＝４のアイテムの時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３又はＺＦＩ
４を、検出情報として発生させるとともに検出手段２３の出力部２５に供給することがで
きる。時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３又はＺＦＩ４のＫ＝４の各々によって、
所定のＮ番目の時間窓ＺＦ１，ＺＦ２．ＺＦ３又はＺＦ４を選択することができ、これに
ついては後に説明する。問合わせ手段５を検出手段２３によって制御し及び作動させるこ
とができ、これについても後に詳細に説明する。評価手段２２は論理手段２６を更に具え
、この論理手段２６に対して、検出手段２３は、応答情報ＡＷＩの少なくとも一つのアイ
テムを受信したＫ＝４の時間窓ＺＦの各シリーズの時間窓ＺＦの数についての情報ＩＡＺ
Ｆを供給することができる。Ｋ＝４の時間窓ＺＦの各シリーズＦの検出手段２３によって
検出された情報ＩＡＺＦの評価に応じて、論理手段２６は、トランスポンダ２の選択に対
して、Ｋ＝４の時間窓ＺＦのＭ＝３の連続的なシリーズにおいて応答情報ＡＷＩを一つの
時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３又はＺＦ４を受信したことを検出する。論理手段２６が、
Ｋ＝４の時間窓ＺＦのＭ＝３の連続的なシリーズにおいて応答情報ＡＷＩを一つの時間窓
ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３又はＺＦ４を受信したことを検出すると、他の時間窓ＺＦとする
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ことができる単一時間窓ＺＦで受信した応答情報が常に同一のトランスポンダ２から発生
する、すなわち、複数のトランスポンダのうちの一つが個別に選択される。この場合、論
理手段２６は、トランスポンダ２を選択したことを表す情報ＩＴＰＳを発生させる。論理
手段２６は情報ＩＴＰＳを出力部２７に供給する。Ｍに対して他の値を選択することがで
きる。例えば、Ｍ＝２も可能である。しかしながら、Ｍ＝４，５，６，７，，８，９又は
１０も可能であり、それより大きくてもよい。選択の正確さは、Ｍに対して選択した値が
増大するに従って増大する。
トランスポンダ１において、評価手段２２は、本例では好適にはデータ通信手段２８によ
って構成された他の手段と協同し、これによって、選択したトランスポンダ２のデータ通
信手段とのデータ通信が、一つのトランスポンダ２によって送信された受信した応答情報
ＡＷＩの発生に応じて、すなわち、トランスポンダ２を選択した後に可能になる。このよ
うなデータ通信を行うために、データ通信手段２８は、マイクロコンピュータ３の出力部
６に接続した出力部２９を有し、これを通じて、データ通信手段２８から供給された情報
データＩＤＡを、送信のために送信手段７に供給することができる。トランスポンダ２か
ら受信した情報データＩＤＡを、マイクロコンピュータ３の第２入力部２４を通じて受信
手段１３からデータ通信手段２８の入力部３０に供給することができる。データ通信手段
２８は情報データメモリ３１と協同し、データ通信手段２８の助けを借りて情報データＩ
ＤＡを情報データメモリにロードすることができ、データ通信手段２８の助けを借りて情
報データＩＤＡを情報データメモリから読み出すことができる。
本例では更に、他の手段として設けたデータ通信手段２８を、一つのトランスポンダ２の
みから送信された受信した応答情報ＡＷＩの発生に応じて、すなわち、トランスポンダ２
を選択した後第１制御情報ＳＩ１を発生させるように適合させ、その応答情報を、データ
通信手段２８とのデータ通信を終了したときに発生させ、したがってその情報は、データ
通信を終了したことを表す。
他の手段として設けたデータ通信手段２８を、一つのトランスポンダ２のみから送信され
た受信した応答情報ＡＷＩの発生に応じて、すなわち、トランスポンダ２を選択した後第
２制御情報ＳＩ２を発生させるように適合させ、その応答情報を、以前に選択したトラン
スポンダ２を既に非作動状態にセットしたときに発生させる。
非作動手段１６に関して、非作動手段１６は、データ通信手段２８から発生した第１制御
情報ＳＩ１を供給することができるとともに非作動情報ＤＡＩを発生させることができる
非作動段３２を有し、これによって、作動状態のときに問合わせ情報ＡＦＩに応答して既
に応答情報ＡＷＩを送信した受信範囲内に存在する選択したトランスポンダ２を、そのよ
うな選択後に作動状態から非作動状態にセットすることができる。非作動情報を、例えば
、データワード“１０００”によって形成することができる。
非作動手段１６は、他の非作動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４
を発生させるように適合させた他の非作動段３３も有し、これら他の非作動情報ＷＤＡＩ
１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４よって、作動状態中に検出手段２３によって
発生した時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３又はＺＦ４によって選択された所定のＮ番目の時
間窓を除いてＫ＝４の時間窓ＺＦのシリーズＦの間に問合わせ情報ＡＦＩに応答して応答
情報ＡＷＩを既に送信した受信範囲内に存在する全てのトランスポンダ２を、作動状態か
ら待機状態にセットすることができ、これらトランスポンダ２は、後に詳細に説明する時
間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩに応答して応答情報を発生させず及び送信しない。他の非作
動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４を、例えば、データワード“
１００１”，“１０１０”，“１０１１”及び“１１００”によって形成することができ
る。
トランスポンダ通信装置１の問合わせ手段５に関して、問合わせ手段５は、後に初期問合
わせ段３４と称されるとともに問合わせ情報を発生させるのに適合した問合わせ情報を有
し、この問合わせ情報は後に初期問合わせ情報ＩＡＦＩと称され、それを用いて、一部を
既に非作動状態にセットすることができるトランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在
する全てのトランスポンダ２を、作動状態にセットすることができるとともに、Ｋ個の窓
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ＺＦのシリーズＦ中に所望の場合には応答情報ＡＷＩを再び発生させ及び送信するように
問い合わせることができる。初期問合わせ情報ＩＡＤＩを、例えばデータワード“０００
０”によって形成することができる。
問合わせ手段５は、後にシリーズ問合わせ段３５と称される別の問合わせ段を有し、その
問合わせ段に、データ通信手段２８から発生した第２制御情報ＳＩ２を供給することがで
き、その問合わせ手段を、後にシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩと称する他の問合わせ情報
を発生させるように適合させ、それを用いて、選択後に非作動状態にセットされたトラン
スポンダ２を除いてトランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在するとともに待機状態
にセットされた全てのトランスポンダ２を、リセットすることができるとともに、Ｋの時
間窓ＺＦの他のシリーズＦ中に再び問合わせ情報ＡＷＩを発生させ及び送信するように問
い合わせることができる。シリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩを、例えばデータワード“００
１０”によって形成することができる。
問合わせ手段５は、後に時間窓問合わせ段３６と称される他の問合わせ段も有し、この問
合わせ段を、他の問合わせ情報、すなわち、既に簡単に称した時間窓問合わせ情報ＺＦＡ
Ｉを発生させるように適合させ、この情報を、時間窓情報ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺ
Ｆ４を発生させたときに検出手段２３によって発生させる。時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦ
Ｉによって、Ｋの時間窓ＺＦのシリーズＦから時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３
又はＺＦＩ４によって選択した所定のＮ番目の時間窓ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３又は
ＺＦＩ４の問合わせ情報に応答して応答情報ＡＷＩを既に送信した受信範囲内に存在する
作動状態の全てのトランスポンダ２を、Ｋの時間窓ＺＦの別のシリーズＦ中に応答情報Ａ
ＷＩを再び発生させ及び送信した状態にする作動状態にすることなくそれぞれ問い合わせ
ることができる。時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩを、例えばデータワード“０００１”に
よって形成することができる。
トランスポンダ通信装置１のトランスポンダ選択手段４に関して、その選択手段４に時間
窓選択手段３７を検出手段２３と問合わせ手段５との間に配置する。検出情報としての検
出手段２３の出力部２５に生じた時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３及びＺＦＩ４
を、時間窓選択手段３７に供給することができる。時間窓選択手段３７に供給される時間
窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３及びＺＦＩ４に応じて、所定のＮ番目の時間窓を、
Ｋの時間窓ＺＦのシリーズのＫの時間窓ＺＦから選択することができる。時間窓選択手段
３７を、それに供給される時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３及びＺＦＩ４に応じ
て時間窓識別ＺＦＫ１，ＺＦＫ２，ＺＦＫ３及びＺＦＫ４を発生させるように適合させる
。時間窓選択手段３７を、時間窓情報ＺＦＩ１を供給すると時間窓識別ＺＦＫ２，ＺＦＫ
３及びＺＦＫ４を発生させ、時間窓情報ＺＦＩ２を供給すると時間窓識別ＺＦＫ１，ＺＦ
Ｋ３及びＺＦＫ４を発生させ、時間窓情報ＺＦＩ３を供給すると時間窓識別ＺＦＫ１，Ｚ
ＦＫ２及びＺＦＫ４を発生させ、かつ、時間窓情報ＺＦＩ４を供給すると時間窓識別ＺＦ
Ｋ１，ＺＦＫ２及びＺＦＫ３を発生させるように構成する。発生した時間窓識別ＺＦＫ１
，ＺＦＫ２，ＺＦＫ３及びＺＦＫ４は、時間窓選択手段３７の第１入力部３８上で利用で
きる。
時間窓選択手段３７を、検出手段２３から供給される時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，Ｚ
ＦＩ３及びＺＦＩ４を問合わせ手段５、すなわち、その手段の時間窓問合わせ段３６に転
送するようにも適合させて、他の非作動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷ
ＤＡＩ４によって待機状態に設定することができる全てのトランスポンダを作動状態に設
定した後に時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩを発生させ始める。時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦ
Ｉ２，ＺＦＩ３及びＺＦＩ４を、時間窓選択手段３７の第２出力部３９を通じて時間選択
手段３７から転送する。
トランスポンダ選択手段４は、検出手段２３と初期問合わせ段３４との間に含まれる作動
手段４０を有する。作動手段４０は選択プロセスを実行することができ、この場合、個々
のトランスポンダ２を、実行される選択プロセスの連続的な選択ステップの各々において
トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在する複数のトランスポンダ２から選択し、
トランスポンダの各選択後に選択したトランスポンダ２を、このトランスポンダによる識
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別プロセス及びデータ交換後に利用できるときに非作動状態に設定する。
このような選択プロセスを実行するために、作動手段４０は開始段４１を有し、これによ
って、開始情報ＳＴＩを、所定の規則的な一定の時間間隔で、例えば、１００ｍｓと２ｓ
との間の範囲の時間間隔で発生させることができる。さらに、このような開始段を、供給
される個別の制御情報によって制御可能にして、情報信号を発生させることができる。発
生した開始情報ＳＴＩを初期問合わせ段３４に供給することかでき、この初期問合わせ段
３４は、供給された開始情報ＳＴＩに応答して、初期問合わせ情報ＩＡＦＩを発生させ、
これを出力部６を通じて送信手段７に供給する。作動手段４０は他の論理段４２も有し、
これによって、他の開示情報ＷＳＴＩを発生させることができ、これを初期問合わせ段３
４に供給して、初期問合わせ情報ＩＡＦＩを発生させることもできる。作動手段４０の他
の論理段４２を、シリーズ問合わせ段３３６からシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩを受信す
るとともに、検出手段２３によって検出手段２３の他の出力部４３に生じた他の検出情報
、すなわち、他の時間窓情報ＷＺＦＩを受信するように配置する。他の時間窓情報ＷＺＦ
Ｉを、検出手段２３によって発生させ、検出手段２３が作動状態を検出すると他の出力部
４３に転送し、シリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩを発生させた後、応答情報は、以前に発生
したシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩに応答して発生したＫの時間窓のシリーズＦの任意の
時間窓ＺＦで受信されず、これは、全てのトランスポンダ２が選択プロセスにおいて既に
個別に選択され、したがって選択プロセスが完了したことを意味する。この場合、作動手
段４０の他の論理段４２に供給される情報の二つのアイテム、すなわち、シリーズ問合わ
せ情報ＦＡＦＩ及び他の時間窓情報ＷＺＦＩによって、他の論理段４２は、他の開始情報
ＷＳＴＩを問合わせ手段５の初期問合わせ段３４に供給し、その結果、必要な選択ステッ
プを有する新たな選択プロセスが開始される。
図１に示したトランスポンダ通信装置１に基づいて、第２の実施の形態を成形するこのよ
うなトランスポンダ通信装置の変形を線形的に示し、この場合、初期問合わせ段３４を、
初期問合わせ情報ＩＡＦＩを発生させるように適合させ、これによって、時間窓発生手段
１７によって発生したＫの時間窓ＺＦのシリーズＦに時間窓ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ
３，ＺＦＩ４，．．．，ＺＦＩＫの個数Ｋを規定することもできる。図１で三つの一点鎖
線４４，４５及び４６で示したように、初期問合わせ段３４は、この初期問合わせ情報Ｉ
ＡＦＩを、マイクロコンピュータ３を通じて送信手段７に供給するとともに、時間窓発生
手段１７の制御入力部４７及びゲート回路２１に供給する。本例では、この時間窓発生手
段１７を、Ｋの時間窓のシリーズＦを発生させるのに適合させ、個数Ｋを、制御入力部４
４を通じて初期問合わせ情報ＩＡＦＩを時間窓発生手段１７に供給することによって達成
させる初期問合わせ情報ＩＡＦＩによって規定される。
図２は、図１の変形として示した少なくとも一つのトランスポンダ通信装置１と無線通信
を行うのに適合したトランスポンダ２を示し、これを、トランスポンダ通信装置１によっ
て作動状態で選択することができる。
トランスポンダ２は、トランスポンダ通信装置１によって発生させ及び送信することがで
きる問合わせ情報ＡＦＩの少なくとも一つのアイテムを受信するのに適合した受信手段５
０を具える。受信手段５０は、送信コイル５２を有するコイル段５１を有する。送信コイ
ル５２によって受信された問合わせ情報ＡＦＩを、受信増幅器５３に供給することができ
る。受信増幅器５３によって増幅された情報及びデータを、受信した情報又はデータ信号
からエネルギー信号を取り出すエネルギー供給手段５４に供給することができ、その結果
、電源電圧Ｖを、エネルギー供給手段５４の出力部５５に発生させ、その電源電圧を、電
源電圧を必要とするトランスポンダ２の全ての素子に給電するのに用いることができる。
エネルギー供給手段５４の出力部５５をリセット段５６にセットすることができ、このリ
セット段は、エネルギー供給手段５４によって得られた電圧Ｖが十分高い場合リセット情
報ＲＩを発生させることができる。リセット情報ＲＩによって、これを必要とするトラン
スポンダ２のこれら素子を、十分規定された作動状態にセットすることができる。これを
、それ自体は既知の手段によって行い、このために、これを本文では更に詳しく説明しな
い。
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受信手段５０によって受信された問合わせ情報ＡＦＩ及び他の受信された情報を、クロッ
ク再発生段５７に供給することができ、これによって、クロック信号ＴＳを、受信した問
合わせ情報ＡＦＩ又はデータから再発生させることができ、このクロック信号を、クロッ
ク再発生段５７から発生させるとともに、トランスポンダ通信装置１でクロック信号ＴＳ
と同期をとる。
受信手段５０は、パルス幅復調器によって形成された復調器５８を有する。この復調器を
、位相復調器又は周波数復調器とすることもできる。再発生したクロック信号ＴＳを復調
器５８に供給することができる。復調器５８によって復調された問合わせ情報ＡＦＩ又は
他のデータを、トランスポンダ２のマイクロコンピュータ６０の第１入力部５９に供給す
ることができる。マイクロコンピュータ６０によって、複数の手段及び機能を実現するこ
とができ、そのうちの一部を後に詳細に説明する。
マイクロコンピュータ６０は、問合わせ情報ＡＦＩの少なくとも一つの受信したアイテム
を検出するトランスポンダ２の問合わせ検出手段６１を形成する。マイクロコンピュータ
６０は、問合わせ検出手段６１によって制御可能な応答手段６２も形成し、この応答手段
を、問合わせ検出手段６１によって検出された受信した問合わせ情報ＡＦＩに応答して応
答手段ＡＷＩを発生させるために設けられ及び適合させる。応答手段６２によって発生さ
せた応答情報ＡＷＩを、マイクロコンピュータ６０の出力部６３に供給できるとともに、
この出力部６３からトランスポンダ２の送信手段６４に供給することができる。
送信手段６４を、応答手段６２によって発生した応答情報ＡＷＩを送信するために設け及
び適合させる。送信手段６４は、再発生したたクロック信号ＴＳを受信するように配置し
た変調器６５を有し、これによって、変調されていない形態のトランスポンダ通信装置１
の送信コイル１２に供給されたクロック信号ＴＳのロード変調を、トランスポンダ２の送
信コイル５２及びトランスポンダ通信装置１の送信コイル１２を通じてこの変調器に供給
される応答情報ＡＷＩ及び他のデータに依存して実行することができ、これらコイルは互
いに誘導的に結合され、その結果、このロード変調データは、トランスポンダ２からトラ
ンスポンダ通信装置１に送信される。
トランスポンダ２において、応答手段６２は、好適には、Ｋの連続的な時間窓ＺＦのシリ
ーズＦを発生させるために設け及び適合させた時間窓発生手段６６を有する。再発生した
クロック信号ＴＳを、マイクロコンピュータ６０の第２入力部６７を通じて時間窓発生手
段６６に供給することができる。本例では、時間窓発生手段６６を、Ｋ＝４の連続的な時
間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４を発生させるのに適合させることができる。各時
間窓ＺＦを、所定の状態すなわち信号波形によって規定する。例えば、時間窓ＺＦの開始
を矩形信号の正のエッジによって規定するとともに、時間窓ＺＦの終了を矩形信号の負の
エッジによって規定することができる。時間窓ＺＦの開始を矩形信号の正のエッジによっ
て規定するとともに、この時間窓ＺＦの終了を次の時間窓ＺＦの開始によってすなわちこ
の矩形信号の次の正のエッジによって規定することができる。これを、図１に示したトラ
ンスポンダ通信装置１の時間窓発生手段１７に適用できることは明らかである。
応答手段６２は、時間窓発生手段６６に対する制御手段６８も有する。制御手段６８は、
時間窓発生手段６６を制御し及び作動させて、Ｋの時間窓ＺＦのシリーズＦを複数回連続
して発生させることができる。時間窓発生手段６６に対する制御手段６８は、好適には問
合わせ検出手段６１を有する。さらに、制御手段６８を、問合わせ検出手段６１による問
合わせ情報ＡＦＩの受信に応答して制御手段６８が時間窓発生手段６６を制御し及び作動
させてＫの時間窓ＺＦのシリーズＦを発生させるように実現する。このために、制御手段
６８は、問合わせ検出手段によって発生させた検出情報ＤＩ１，ＤＩ２及びＤＩ３を三つ
の入力部で受信するように配置したゲート回路６９を有し、このゲート回路は、その検出
情報ＤＩ１，ＤＩ２及びＤＩ３の受信に応答して検出識別ＤＫを発生させることができ、
その検出識別を時間窓発生手段６６に供給して、時間窓発生手段６６を作動させることか
できる。
時間窓発生手段６６に対する制御手段６８に含まれる問合わせ検出手段６１は、以後初期
問合わせ検出段７０と称するとともに、トランスポンダ通信装置１から送信された初期問
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合わせ情報ＩＡＦＩを検出してトランスポンダ２を作動状態に設定するように適合させる
問合わせ検出段を具え、この検出段によって、トランスポンダ２を、非作動状態から作動
状態に設定するとともに、所望の場合には、後に詳細に説明する応答情報ＡＷＩを再び発
生させ及び送信するように問い合わせることができる。初期応答検出段７０を、第１検出
情報ＤＩ１を発生させるように適合させる。
時間窓発生手段６６に対する制御手段６８に含まれる問合わせ検出手段６１は、以後シリ
ーズ問合わせ検出段７１と称するとともにトランスポンダ通信装置１から送信されたシリ
ーズ問合わせ情報ＦＡＦＩを検出するのに適合した別の問合わせ検出段も具え、この検出
段によって、待機状態のトランスポンダ２を、待機状態から動作状態に設定することがで
き、これを後に詳細に説明する。シリーズ問合わせ検出段７２を、第３検出情報ＤＩ２を
発生させるのに適合させる。
時間窓発生手段６６に対する制御手段６８に含まれる問合わせ検出手段は、後に時間窓問
合わせ検出段７２と称するとともにトランスポンダ通信装置１から送信された時間窓問合
わせ情報ＺＦＡＦＩを検出するように適合された他の問合わせ検出段を具え、この検出段
によって、動作状態のトランスポンダ２を、動作状態によってＫの時間窓ＺＦのシリーズ
Ｆ中に応答情報ＡＷＩを発生させ及び送信した状態にすることなく、すなわち、Ｋの時間
窓ＺＦの他のシリーズＦ中に応答情報ＡＷＩを再び発生させ及び送信することなく問い合
わせることができ、これについては後に詳細に説明する。時間窓問合わせ検出段７１を、
第２検出情報ＤＩ２を発生させるように適合させる。
トランスポンダ２のマイクロコンピュータ６０は、トランスポンダ通信装置１から送信さ
れた検出不作動情報ＤＡＩの少なくとも一つのアイテムを検出するように適合させた不作
動検出手段７３も形成する。不作動検出手段７３を、状態情報の少なくとも一つのアイテ
ムを発生させるように適合させ、これによって、トランスポンダ２を動作状態のままにす
ることかでき、応答手段６２による応答情報ＡＷＩの発生を禁止することができる。
不作動検出手段７３は、トランスポンダ通信装置１から送信された不作動情報ＤＡＩを検
出して動作状態から不作動状態に設定するのに適合した不作動検出段７４を有し、この段
は、トランスポンダ２を作動状態から非作動状態に設定するとともに、不作動状態情報Ｓ
ＺＩを発生させることができる。また、不作動状態情報ＳＺＩを、検出した不作動情報Ｄ
ＡＩによって直接形成することができる。発生した不作動状態情報ＳＺＩを、応答手段６
２、すなわち、応答情報６２の不作動状態メモリ７５に供給することができ、このメモリ
に不作動状態情報ＳＺＩを記憶し、これによってトランスポンダ２を不作動状態に保持す
ることができる。不作動状態メモリ７５が不作動状態情報ＳＺＩを記憶する間、トランス
ポンダ２が不作動状態であるということをトランスポンダ２に記憶させる。所定の問合わ
せ情報を検出すると、不作動状態メモリ７５を問合わせ検出手段６１によって消去するこ
とができ、すなわち、不作動状態メモリ７５を、初期問合わせ情報ＩＡＦＩの検出後問合
わせ検出手段６１の初期問合わせ検出段７０によって消去することができる。このために
、初期問合わせ検出段７０によって発生した第１検出情報ＤＩ１を、不作動状態メモリ７
５の消去入力部７６に供給され、それが不作動状態メモリ７５の消去入力部７６に現れる
と、不作動状態メモリ７５の内容が消去される。
不作動検出手段７３は、トランスポンダ通信装置１から送信された他の不作動情報ＷＤＡ
Ｉ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４を検出してトランスポンダを作動状態から
不作動状態に設定するのに適合した他の不作動検出段７７も有し、この段によって、トラ
ンスポンダ２を動作状態から不作動状態に設定することができ、待機状態情報ＷＺＩの発
生させはじめることができる。待機状態情報ＷＺＩの発生を後に詳細に説明する。発生し
た待機状態情報ＷＺＩを待機状態メモリ７８に供給することができ、その待機状態情報Ｗ
ＺＩを記憶することができ、これによってトランスポンダを待機状態に保持することがで
きる。待機状態メモリ７８を、所定の問合わせ情報の検出に応答して問合わせ検出手段６
１によって消去することができる。本例では、待機状態メモリ７８を、問合わせ検出手段
６１の初期問合わせ検出段７０及び問合わせ検出手段６１のシリーズ問合わせ検出段７１
によって消去することかできる。このために、初期問合わせ検出段７０によって発生させ
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ることができる第１検出情報ＤＩ１及びシリーズ問合わせ検出段７１によって発生させる
ことかできる第３検出情報ＤＩ３を、待機状態メモリ７８の消去入力部７９に供給するこ
とができる。これらが待機状態メモリ７８の消去入力部７９に現れると、検出情報ＤＩ１
及びＤＩ３によって、待機状態メモリ７８の内容が消去される。
トランスポンダ２において、マイクロコンピュータ６０によって実現される応答手段６２
は、好適には乱数発生器８０を有する。時間窓発生手段６６と同様に、乱数発生器８０を
制御手段６８によって作動させ、ゲート回路６９によって発生した検出識別ＤＫも乱数発
生器８０に供給される。乱数発生器８０によって、１からＫまでの範囲の乱数Ｚを発生さ
せるとともに、乱数発生器８０の出力部８１に供給することができる。乱数発生器８０に
よって任意に発生した各乱数によって、Ｋの時間窓のシリーズＦの時間窓を選択し及び規
定することができる。乱数メモリ８２に記憶された乱数Ｚを、二つの検出器８３及び８４
に供給することができる。第１の検出器８３を、Ｋの時間窓ＺＦのシリーズＦの時間窓Ｚ
Ｆの窓数Ｎが乱数Ｚに一致したことを検出することができるように構成する。時間窓ＺＦ
の窓数Ｎが乱数Ｚに一致する場合、第１の検出器８３は作動情報ＫＴＩを発生させ、この
情報を応答段８５の作動入力部８６に供給することができる。
応答段８５は、例えばデータワード“１１１１”によって形成した応答情報ＡＷＩを発生
させることができる。応答段８５によって発生した応答情報ＡＷＩを、マイクロコンピュ
ータ６０の出力部６３に及びこの出力部からトランスポンダ２の送信手段６４に供給する
ことができ、その結果、応答情報ＡＷＩを、変調器６５による上記ロード変調によってト
ランスポンダ通信装置１に送信することができる。応答段８５は禁止入力部８７を有し、
これに対して、不作動状態メモリ７５に記憶された不作動状態情報ＳＺＩ及び待機状態メ
モリ７８に記憶された待機状態情報ＷＺＩ、すなわち、情報ＳＺＩ及びＷＺＩから取り出
された制御情報を供給して、トランスポンダ２が不作動状態又は待機状態にあるときに応
答段８５をブロックするとともに応答情報の発生を禁止することができる。
既に説明したように、第１の検出器８３は、時間窓数Ｎと瞬時の乱数Ｚとを比較し、これ
らが等しい場合には動作情報ＡＫＴＩを発生させて応答段８５を作動させる。これは、乱
数Ｚによって規定された時間窓ＺＦ中のみ応答段８５が作動中であることを意味する。し
たがって、応答手段６２を、時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３又はＺＦ４中に、すなわち、
乱数Ｚによって規定されたＫの時間窓ＺＦのシリーズＦの時間窓Ｆ中に応答情報ＡＷＩを
発生させるように適合させる。
説明したように、乱数メモリ８２に記憶された乱数Ｚを第２の検出器８４に供給すること
もできる。第２の検出器８４を、他の不作動検出段７７によって検出された他の不作動情
報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４を受信するようにも配置する。第
２の検出器８４を、他の不作動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３又はＷＤＡＩ４
の数Ｎが乱数メモリ８２から読み出された乱数Ｚに一致することを検出するように適合さ
せる。他の不作動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３又はＷＤＡＩ４の数Ｎが乱数
メモリ８２から読み出された乱数Ｚに一致することを検出すると、第２の検出器８４は、
上記待機状態情報ＷＺＩを発生させるとともに、待機状態情報ＷＺＩを待機状態メモリ７
８に供給し、その後待機状態情報ＷＺＩを記憶する。待機状態メモリ７８が待機状態情報
ＷＺＩを記憶する間、トランスポンダ２が待機状態であることをトランスポンダ２に記憶
させる。
トランスポンダ２に関して、トランスポンダ２は、マイクロコンピュータ６０によって実
現されたデータ通信手段８８を有し、この手段は、マイクロコンピュータ６０の第１入力
部５９に接続するとともにこの第１入力部５９を通じて受信手段５０に接続した入力部８
９と、マイクロコンピュータ６０の出力部６３に接続するとともにこの出力部６３を通じ
て送信手段６４に接続した出力部９０とを有する。トランスポンダ２のデータ通信手段８
８は情報データメモリ９１と協同し、この情報データメモリ９１に情報データＩＤＡをデ
ータ通信手段８８の助けを借りて書き込むことができ、この情報データメモリ９１から情
報データＩＤＡをデータ通信手段８８の助けを借りて読み出すことができる。
図２に示したトランスポンダ２に基づいて、第２の実施の形態を形成するこのようなトラ
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ンスポンダの変形を線図的に示し、この場合、初期問合わせ検出段７０を、初期問合わせ
情報ＩＡＦＩを検出するように適合させ、これによって、時間窓発生手段６６によって発
生したＫの時間窓ＺＦのシリーズＦの時間窓ＺＦの数Ｋを規定することもでき、時間窓発
生手段６６を、Ｋの時間窓ＺＦのシリーズＦを発生させるように適合させ、数Ｋを、検出
した初期問合わせ情報ＩＡＦＩに依存して初期情報検出段７０によって規定することがで
きる。図２に一点鎖線９２で線図的に示したこのようなトランスポンダ２において、初期
問合わせ検出段７０によって検出されるとともに対応するトランスポンダ通信装置１から
送信された初期問合わせ情報ＩＡＦＩを、時間窓発生手段６６の制御入力部６９に供給し
、このようにして、Ｋの時間窓ＺＦの発生したしリースＦの各々に対する時間窓ＺＦの数
Ｋを規定する。
以後、図１に示したようなトランスポンダ通信装置１を伴う選択プロセスを説明し、図２
に示すように５個のトランスポンダ２を仮定し、これらトランスポンダ２を、以後ＴＰ１
，ＴＰ２，ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ５で示す。選択プロセスを、図１及び２だけでなく図
３Ａ～３Ｌも参照して説明する。
選択プロセスを、例えば、所定の規則的な時間間隔で開始情報ＳＴＩを発生させる、トラ
ンスポンダ通信装置１の作動手段４０の開始段４１が開始情報ＳＴＩを初期問合わせ段３
４に供給することによって自動的に開始する。次いで、初期問合わせ段３４は、図３Ａに
線図的に示したように、初期問合わせ情報ＩＡＦＡを発生させるとともにこれをその出力
部に供給する。初期問合わせ段３４から供給され、作動した選択プロセスの第１選択ステ
ップを開始する初期問合わせ情報ＩＡＦＩを、時間窓発生手段１７に対する制御手段２０
のゲート回路２１に供給する。これに応答して、ゲート回路２１は、問合わせ識別ＡＦＫ
を時間窓発生手段１７に供給する。さらに、発生した初期問合わせ情報ＩＡＦＩを送信手
段７に供給し、この送信手段７は、その初期問合わせ情報ＩＡＦＩを、トランスポンダ通
信装置１の受信範囲内に存在する５個全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５に送信する。
送信手段７によって５個全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５に供給された初期問合わせ
情報ＩＡＦＩは、５個全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の受信手段５０によって受信
され、マイクロコンピュータ６０の第１入力部５９に供給され、この入力部から初期問合
わせ検出段７０に供給される。次いで、各初期問合わせ検出段７０は、供給された初期問
合わせ情報ＩＡＦＩを検出し、第１検出情報ＤＩ１を発生させる。第１検出情報ＤＩ１を
、非作動状態メモリ７５の消去入力部７６及び待機状態メモリ７８の消去入力部に供給さ
れ、非作動状態メモリ７５に記憶された任意の非作動状態情報ＳＺＩ及び待機状態メモリ
７８に記憶された任意の待機状態情報ＷＺＩは消去される。これは、トランスポンダのあ
り得る記憶された非作動状態及びあり得る記憶された待機状態が消去され、その結果、５
個全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５は動作状態に設定される。第１の検出情報ＤＩ１
は制御手段６８のゲート回路６９にも供給され、次いで検出識別ＤＫを発生させ、これは
、時間窓発生手段６６及び乱数発生器８０に供給される。
トランスポンダ通信装置１のゲート回路２１の構成及び全てのトランスポンダＴＰ１～Ｔ
Ｐ５のゲート回路６９の構成を、ゲート回路２１によって発生した問合わせ識別ＡＦＫ及
びゲート回路６９によって発生した検出識別ＤＫによってトランスポンダ通信装置１の時
間窓発生手段１７及び全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の時間窓発生手段６６の開始
に対して同期をとることができるように互いに適合させる。トランスポンダ通信装置１の
時間窓発生手段１７及び全てのトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の時間窓発生手段６６を、
例えば、図３Ａの瞬時Ｔ１での初期問合わせ情報ＩＡＦＩの発生の終了後クロック信号Ｔ
Ｓの所定の数のパルスの後図３Ｂの瞬時Ｔ２で同期をとって始動させるできる。時間窓発
生手段１７及び６６を瞬時Ｔ２で同期をとって始動させた後、同期をとって始動した時間
窓発生手段１７及び６６はそれぞれ、図３Ｂに線図的に線図的に示したようにＫ＝４の時
間窓ＺＦ１，Ｚｆ２，ＺＦ３及びＺＦ４の第１のシリーズＦを発生させる。
既に説明したように、トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に配置されたトランスポン
ダＴＰ１～ＴＰ５のゲート回路６９は、検出識別ＤＫを発生させ、それを関連の乱数発生
器８０に供給する。次いで、トランスポンダ１の受信範囲内に配置されたトランスポンダ
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ＴＰ１～ＴＰ５の各乱数発生器８０は、時間窓ＺＦの数Ｋに一致して１と４との間の範囲
の乱数Ｚを発生させる。二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５の二つの乱数発生器８０
を、番号Ｚ＝１を発生させる二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５の二つの乱数発生器
８０と仮定する。トランスポンダＴＰ３の乱数発生器８０が乱数Ｚ＝２を発生させると仮
定する。さらに、二つのトランスポンダＴＰ２及びＴＰ４の二つの乱数発生器８０はそれ
ぞれ乱数Ｚ＝４を発生させると仮定する。
トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に配置された５個のトランスポンダＴＰ１～ＴＰ
５の各々において、発生した乱数Ｚは、乱数メモリ８２に記憶される。さらに、５個のト
ランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の各々に記憶された乱数Ｚは、第１検出器８３に供給され、
これは、供給された乱数Ｚを、Ｋ＝４の時間窓ＺＦの第１のシリーズＦ１の連続的に発生
した時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４の数Ｎ（“１”，“２”，“３”，“４”
）と比較する。時間窓数Ｎ及び乱数Ｚが等しい場合、５個のトランスポンダＴＰ１，ＴＰ
２，ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ５の第１検出器８３の各々は、作動情報ＡＫＴＩを各トラン
スポンダ２の応答段８５の作動入力部８６に供給する。既に説明したように不作動状態メ
モリ７５及び待機状態メモリ７８が消去されているので、応答段８５は、その禁止入力部
８７に不作動状態情報ＳＺＩも待機状態情報ＷＺＩも受信せず、その結果、応答段８５は
、応答情報ＡＷＩを発生させるようにイネーブルされる。時間窓ＺＦの数Ｎが乱数Ｚに一
致するとすぐに応答段８５は応答情報ＡＷＩを発生させる。
二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５の各々が乱数Ｚ＝１を発生させ、トランスポンダ
ＴＰ３が乱数Ｚ＝２を発生させ、かつ、二つのトランスポンダＴＰ２及びＴＰ４がそれぞ
れ乱数Ｚ＝４を発生させる上記例において、結果的には、図３Ｃに示すように、応答情報
ＡＷＩを、第１シリーズＦ１の第１時間窓ＺＦ１中で二つのトランスポンダＴＰ１及びＴ
Ｐ５の応答段８５の各々で発生させ、図３Ｄに示すように、応答情報ＡＷＩを、第１シリ
ーズＦ１の第２時間窓ＺＦ２中にトランスポンダＴＰ３の応答段８５に発生させ、図３Ｅ
に示すように、応答情報ＡＷＩを、シリーズＦ１の第４時間窓ＺＦ４中に二つのトランス
ポンダＴＰ２及びＴＰ４の応答段８５の各々を発生させる。
トランスポンダＴＰに発生した応答情報ＡＷＩを、各トランスポンダＴＰの送信手段６４
によってトランスポンダ通信装置１の受信手段１３に送信される。各ケースで発生した乱
数Ｚを５個のトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の各乱数メモリ８２に記憶するので、第１シ
リーズＦ１の時間窓ＺＦで関連のトランスポンダＴＰが応答情報ＡＷＩを発生させるとと
もにこの情報をトランスポンダ通信装置１に送信することを表す情報が、これら５個のト
ランスポンダＴＰ１～ＴＰ５の各々で利用することができる。
応答情報ＡＷＩが受信手段１３によって受信され、復調器１５によって復調された後、５
個のトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５からトランスポンダ通信装置１に送信された、図３Ｃ
，３Ｄ及び３Ｅによる応答情報ＡＷＩは、マイクロコンピュータ３の第２入力部２４に供
給され、その後評価手段２２の検出手段２３に供給される。さらに、時間窓発生手段１７
によって発生するとともに時間窓発生手段１７の出力部１８で利用できるＫ＝４の時間窓
ＺＦの第１シリーズＦ１の時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４は、検出手段２３に
供給される。
この場合、検出手段２３は、第１シリーズＦ１の四つの時間窓ＺＦ１，ＺＦ２，ＺＦ３及
びＺＦ４のうちのいずれにおいて応答情報ＡＷＩを受信したかを検出する。本例では、検
出手段２３は、応答情報ＡＷＩを第１シリーズＦ１の第１時間窓ＺＦ１、第２時間窓ＺＦ
２及び第４時間窓ＺＦ４で受信したことを検出する。この検出結果に一致して、検出手段
２３は、その出力部２５上に時間窓の形態の検出情報、すなわち、図３Ｆに線図的に示す
ような第１時間窓情報ＺＦＩ１、第２時間窓情報ＺＦＩ２及び第４時間窓情報ＺＦＩ４を
発生させる。時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２及びＺＦＩ４のこれら三つのアイテムは時間
窓選択手段３７に供給される。
この場合、時間窓選択手段３７は、供給された時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２及びＺＦＩ
４に応じて第１シリーズＦ１の所定のＮ番目の時間窓ＺＦを選択する。時間窓選択手段３
７が所定のＮ番目の時間窓ＺＦとして第１シリーズＦ１の第１時間窓ＺＦ１を選択すると
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仮定する。時間窓選択手段３７によるこの選択に一致して、選択手段３７は三つの時間窓
識別を発生させ、その数は、選択した第１時間窓ＺＦ１の数Ｎ＝１と異なる。これは、時
間窓選択手段３７が第１シリーズＦ１の第１時間窓ＺＦ１を選択する本例の場合、時間窓
選択手段３７が、図３Ｇに線図的に示すように第２時間窓識別ＺＦＫ２、第３時間窓識別
ＺＦＫ３及び第４時間窓識別ＺＦＫ４を発生させることを意味する。三つの時間窓識別Ｚ
ＦＫ２，ＺＦＫ３及びＺＦＫ４は、他の不作動段３３に供給され、これに応答して、図３
Ｈに示すように第２の他の不作動情報ＷＤＡＩ２、第３の他の不作動情報ＷＤＡＩ３及び
第４の他の不作動情報ＷＤＡＩ４を発生させる。他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３
及びＷＤＡＩ４は、マイクロコンピュータ3の出力部６に転送され、この出力部６を通じ
て送信手段７に供給される。この結果、他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤ
ＡＩ４は、トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に配置された５個のトランスポンダＴ
Ｐ１，ＴＰ２，ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ５に送信される。
５個のトランスポンダＴＰ１～ＴＰ５において、他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３
及びＷＤＡＩ４は、他の不作動検出段７７に供給される。５個のトランスポンダＴＰ１～
ＴＰ５の他の不作動検出段７７の各々は、図３Ｈに示すように供給された他の不作動情報
ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４を検出し、これら他の不作動情報ＷＤＡＩ２，Ｗ
ＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４を第２の検出器８４に供給する。５個のトランスポンダＴＰ１～
ＴＰ５の第２検出器８４において、他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ
４の三つの数Ｎが、各乱数メモリ８２に記憶された乱数Ｚと比較される。他の不作動情報
ＷＤＡＩの数が、記憶された乱数Ｚに一致すると、待機状態情報ＷＺＩを発生させるよう
になる。
乱数Ｚ＝１が二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５の乱数メモリ８２に記憶されるとと
もに、第２、第３及び第３の他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４、す
なわち、数Ｎ＝２，３，４を生じる他の不作動情報ＷＤＡＩがこれら二つのトランスポン
ダＴＰ１及びＴＰ５の第２検出器８４に供給されると仮定される本例において、これら二
つのトランスポンダ８４は、他の不作動情報ＷＤＡＩの三つの数Ｎのうちの任意のものと
記憶された乱数Ｚとの一致を検出せず、その結果、これら二つの検出器８４は待機状態情
報ＷＺＩを発生させず、その結果、待機状態情報ＷＺＩは二つのトランスポンダＴＰ１及
びＴＰ５の待機状態メモリ７８に記憶されず、これは、二つのトランスポンダＴＰ１及び
ＴＰ５が作動状態であることを意味する。それに対して、トランスポンダＴＰ３において
、乱数メモリ８２に記憶された乱数Ｚ＝２と第２検出器８４に供給された第２、第３及び
第４の他の不作動情報ＷＤＡＩ２，ＷＤＡＩ３及びＷＤＡＩ４の数Ｎ＝２，３，４とを比
較することによって、乱数Ｚ＝２が第２の他の不作動情報ＷＤＡＩ２数Ｎ＝２と一致する
ことが明らかになり、その結果、トランスポンダＴＰ３の第２検出器８４が待機状態情報
ＷＺＩを待機状態メモリ７８に供給し、その結果、トランスポンダＴＰ３は、応答段８５
が禁止入力部８７を通じてブロックされる待機状態に設定される。同様に、二つのトラン
スポンダＴＰ２及びＴＰ４の各々の第２検出器８４は、二つのトランスポンダＴＰ２及び
ＴＰ４の各々の乱数メモリ８２に記憶された乱数Ｚ＝４が第２の検出器８４の各々に供給
された第４の他の不作動情報ＷＤＡＩ４の数Ｎ＝４に一致したことを検出し、その結果、
二つのトランスポンダＴＰ２及びＴＰ４も待機状態に設定される。
応答情報ＡＷＩを第１シリーズＦ１の第３時間窓で受信しないことを検出手段２３が検出
するために、検出手段２３の出力部２４の第３時間窓ＺＦ３の転送を禁止することもでき
、その結果、時間窓選択手段３７が第３時間窓識別ＺＦＫ３を発生させなくすることも可
能であり、その結果、他の不作動段３３による第３の他の不作動情報ＷＤＡＩ３が発生し
なくなる。
トランスポンダＴＰ２，ＴＰ３及びＴＰ４をこのように待機状態に設定した後、時間窓選
択手段３７は、選択した第１時間窓情報ＺＦＩ１をその第２出力部３９から第１時間窓問
合わせ段３６に供給し、その結果、時間窓問合わせ段３６は、図３Ｉで線図的に示したよ
うに時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩを発生させる。時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩをゲー
ト回路２１に供給し、それをトランスポンダ通信装置１によって転送するとともに、作動
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状態のままである二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５によって受信した後、それをこ
れら二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５のゲート回路６９に供給し、その結果、既に
説明したようにして、トランスポンダ通信装置１の時間窓発生手段１７を作動させ、作動
状態である二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５の時間窓発生手段６６を作動させる。
図３Ｉに示したような時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩが瞬時Ｔ３で終了したと仮定すると
、時間窓発生手段１７及び６６が同期をとって作動し、その結果、Ｋ＝４の時間窓ＺＦ１
，ＺＦ２，ＺＦ３及びＺＦ４を発生させ、第２シリーズＦ２は、図３Ｊで示したように瞬
時Ｔ４で開始する。
二つのトランスポンダＴＰ１及びＴＰ５は乱数発生器８０も作動させ、その結果、二つの
乱数発生器８０の各々は乱数Ｚを再び発生させる。トランスポンダＴＰ１の乱数発生器８
０は乱数Ｚ＝２を発生させ、トランスポンダＴＰ５の乱数発生器８０は乱数Ｚ＝４を発生
させる。その結果、既に説明したのと同様に、図３Ｋに示すように、トランスポンダＴＰ
１の応答段ＺＦ２は、第２シリーズＦ２の第２時間窓ＺＦ２中応答情報ＡＷＩを発生させ
、トランスポンダＴＰ５の応答段８５は、第２シリーズＦ２の第４時間窓ＺＦ４中に応答
情報ＡＷＩを発生させる。各応答情報ＡＷＩはトランスポンダ通信装置１に送信される。
次いで、トランスポンダ通信装置１の検出手段２３は、既に説明したのと同様にして、応
答情報ＡＷＩがＫ＝４の第２シリーズＦの第２時間窓ＺＦ２及び第４時間窓ＺＦ４で受信
されたことを検出する。その後、検出手段２３は、検出結果に対応して第２及び第４時間
窓情報ＺＦＩ２及びＺＦＩ４を時間窓選択手段３７に供給する。時間窓選択手段３７は、
この場合再び時間窓ＺＦを選択する。時間窓選択手段３７が第２シリーズＦ２の第２時間
窓ＺＦ２を選択すると仮定する。したがって、時間窓選択手段３７は最初にその出力部３
８に第１、第３及び第４時間窓識別ＺＦＫ１，ＺＦＫ３及びＺＦＫ４を発生させ、その結
果、他の不作動段３３は第１、第３及び第４の他の不作動情報ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ３及
びＷＤＡＩ４を発生させ、これによって、第２シリーズＦ２の第４の時間窓ＺＦ３に応答
情報ＡＷＩが供給されたトランスポンダＴＰ５は待機状態に設定され、その後、時間窓選
択手段３７は第２時間窓ＺＦＩ２をその第２出力部３９に供給し、これによって時間窓問
合わせ段３６が作動して時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩを発生させ、その結果、Ｋの時間
窓の新たなシリーズ、すなわち、Ｋの時間窓の第３シリーズＦ３を発生させる。
Ｋの時間窓の第３シリーズＦ３の発生後、応答情報ＡＷＩは、第３シリーズＦ３の単一時
間窓ＺＦでトランスポンダＴＰ１からのみ受信される。その理由は、この場合トランスポ
ンダＴＰ１のみが作動状態であるからである。トランスポンダＴＰ１の乱数発生器８０が
乱数Ｚ＝３を発生させると仮定し、その結果、図３Ｌに示すように、応答情報ＡＷＩが第
３シリーズＦ３の第３時間窓で送受信される。これは検出手段２３によって検出され、こ
れに応答して、検出手段２３は、第３時間窓ＺＦ３に対応する第３時間窓情報ＺＦＩ３を
発生させ、応答情報ＡＷＩをトランスポンダＴＰ１から受信し、これを時間窓選択手段３
７に供給する。次いで、時間窓選択手段３７は、第１、第２及び第４時間窓識別ＺＦＫ１
，ＺＦＫ２及びＺＦＫ４を発生させ、それに応じて第１、第２及び第４の他の不作動情報
ＷＤＡＩ１，ＷＤＡＩ２及びＷＤＡＩ４を発生させ、その結果、トランスポンダＴＰ１は
待機状態に設定されない。その理由は、それは、以前に第３時間窓ＺＦ３で応答情報ＡＷ
Ｉを送信したからである。
次いで、時間窓選択手段３７は、この場合時間窓情報ＺＦＩのみである第３時間窓情報Ｚ
ＦＩ３を第２出力部３９を通じて時間窓問合わせ段３６に転送し、その結果、新たなシリ
ーズＦ、すなわち、Ｋ＝４の時間窓ＺＦの第４シリーズＦ４を発生させる。その後、作動
状態のままであるトランスポンダＴＰ１は応答情報ＡＷＩを再び取り出し、その結果、検
出手段２３は、応答情報を一つの時間窓のみ、すなわち、本例では第４シリーズＦ４の第
２時間窓ＺＦ２でのみ受信したことを再び検出する。
その後、既に説明したように、Ｋ＝４の時間窓ＺＦの第５シリーズＦ５を発生させる。原
理的には、Ｋの時間窓ＺＦの他のシリーズＦ６，Ｆ７，Ｆ８等を発生させ続けるが、後に
説明するように、より適切には、これを適切なときに中断する。
応答情報ＡＷＩを一つの時間窓ＺＦのみで受信したことを検出手段２３が複数回検出する
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と、これは、作動状態の単一のトランスポンダＴＰのみがトランスポンダ通信装置１の受
信範囲内に存在し、トランスポンダＴＰが選択されたことの信頼性のある表示となる。
既に説明したように、検出手段２３は、Ｋの時間窓ＺＦの各シリーズＦ１，Ｆ２，Ｆ３，
Ｆ４等に対して検出動作を行い、時間窓ＺＦにおいて、応答情報ＡＷＩの少なくとも一つ
のアイテムが受信される。したがって、検出手段２３に利用できる情報ＩＡＺＦが常に存
在し、それは、応答情報ＡＷの少なくとも一つのアイテムを有するＫの時間窓のシリーズ
Ｆを受信した時間窓ＺＦの数を表す。応答情報ＡＷＩを受信した時間窓ＺＦの数について
のこの情報ＩＡＺＦは、論理手段２５に供給される。Ｋの時間窓ＺＦのＭ＝３の連続的な
シリーズＦで一つの時間窓ＺＦのみで応答情報ＡＷＩを受信したことを論理手段２５が検
出すると、論理手段２５はその出力部２６に情報ＩＴＰＳを発生させて、トランスポンダ
ＴＰを選択したことを表す。この場合、それはトランスポンダＴＰ１を選択したことを表
す。
トランスポンダＴＰ１の選択後、データ通信手段２８は情報ＩＴＰＳによって作動させら
れて、トランスポンダＴＰ１のデータ通信手段２８を有するデータ通信を可能にする。こ
のデータ通信中、例えば、最初にトランスポンダＴＰ１の識別コードをチェックし、次い
で、情報データＩＤＡの交換又は送信のためにデータ通信を継続する。
このデータ通信の完了後、データ通信手段２８は最初に第１制御情報ＳＩ１を発生させ、
これを不作動段３２に供給する。次いで、不作動段３２は不作動情報ＤＡＩを発生させ、
これをトランスポンダＴＰ１に送信するとともにトランスポンダＴＰ１の不作動検出段７
４にによって検出する。この結果、不作動検出段７４は不作動状態情報ＳＺＩを発生させ
、それを不作動状態メモリ７５に供給して、トランスポンダＴＰ１を不作動状態に設定す
るとともに不作動状態メモリ７５によってこの状態を保持する。これは、実行した選択プ
ロセスの第１選択ステップを完了させる。
次いで、データ通信手段２８は第２制御情報ＳＩ２を発生させ、これをシリーズ問合わせ
段３６に供給する。その後、シリーズ問合わせ段３６はシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩを
発生させ、これによって、実行した選択プロセスの第２選択ステップを開始する。シリー
ズ問合わせ情報ＦＡＦＩは、トランスポンダ通信装置１のゲート回路２１及びトランスポ
ンダ通信装置１の送信手段７供給される。送信手段７は、シリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩ
を、トランスポンダ通信装置１の受信範囲内に存在する全てのトランスポンダ２に送信す
る。しかしながら、トランスポンダＴＰ１は、第１選択ステップで実行される不作動の結
果不作動状態にあるので、トランスポンダＴＰ１は、シリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩに応
答することができず、その結果、不作動状態のままである。それに対して、本例ではトラ
ンスポンダ通信装置１の受信範囲内に配置され、実行した選択プロセスの先行する第１選
択ステップで待機状態に設定された他のトランスポンダＴＰ２，ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ
５を、トランスポンダ通信装置１から送信されたシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩによって
待機状態から作動状態に設定することができる。これによって、送信されたシリーズ問合
わせ情報ＦＡＦＩを四つのトランスポンダＴＰ２～ＴＰ５の各々のシリーズ問合わせ段７
１によって検出することが可能となり、その結果、シリーズ問合わせ検出段７１は、第３
検出情報ＤＩ３を待機状態メモリ７８の消去入力部７９に供給して、待機状態メモリ７８
を消去し、その結果、四つのトランスポンダＴＰ２～ＴＰ５の各々を待機状態から作動状
態に設定する。さらに、第３検出情報ＤＩ３を、四つのトランスポンダＴＰ２～ＴＰ５の
各々のゲート回路６９に供給する。
トランスポンダ通信装置１のゲート回路２１に供給されるとともに第２選択ステップを開
始するシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩに依存するとともに、四つのトランスポンダＴＰ２
～ＴＰ５の各々のゲート回路６９に供給される第３検出情報ＤＩ３に依存して、時間窓発
生手段１７及び時間窓発生手段６６は、既に説明したようにして互いに同期をとって始動
し、その結果、Ｋ＝４の時間窓ＺＦの第１シリーズＦ１を、実行した選択プロセスの第２
選択ステップの開始時に再び発生させる。ここで、他のトランスポンダＴＰを、トランス
ポンダＴＰ２，ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ５によって個々に選択する。第２選択ステップで
選択したトランスポンダとトランスポンダ通信装置１との間のデータ通信を完了した後、
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このトランスポンダも不作動状態に設定される。この場合、これは第２選択ステップで選
択したトランスポンダＴＰ５であると仮定する。
次いで、第３選択ステップを、新たに発生したシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩによって実
行し、このステップでは、次のトランスポンダを選択し、その後残り三つのトランスポン
ダＴＰ２，ＴＰ３及びＴＰ４を用いてそれを不作動状態に設定する。この場合、これは第
３選択ステップで選択したトランスポンダＴＰ３であると仮定する。
次の第４選択ステップでは、選択すべき残り二つのトランスポンダＴＰ２及びＴＰ４の一
つを選択し、その後そさを不作動状態に設定する。この場合、これは第４選択ステップで
選択したトランスポンダＴＰ４であると仮定する。
最後に、次に実行する第５選択ステップにおいて、選択すべき残りのトランスポンダＴＰ
２を選択し、最後にそれを不作動状態に設定する。
説明した五つの選択ステップを実行した後、五つ全てのトランスポンダＴＰ１，ＴＰ２，
ＴＰ３，ＴＰ４及びＴＰ５を不作動状態に設定し、その後、シリーズ問合わせ情報ＦＡＦ
Ｉによって実行される次の第６選択ステップにおいて、五つのトランスポンダＴＰ１～Ｔ
Ｐ５のうちのいずれも応答情報をトランスポンダ通信装置１に送信しない。これを検出手
段２３によって検出し、その後、検出手段２３はその出力部４３に他の時間窓情報ＷＺＳ
ＦＩを発生させ、その情報は、応答情報が受信されず、作動手段４０の他の論理段４２に
応答情報が供給されないことを表す。既に説明したように、第６ステップを開始するとと
もにシリーズ問合わせ段３５によって発生したシリーズ問合わせ情報ＦＡＦＩも他の論理
段４２に供給される。情報ＷＺＦＩ及びＦＡＦＩの受信に応答して、他の論理段４２は他
の開始情報ＷＳＴＩを発生させ、その結果、初期問合わせ段３４を再び作動させて、新た
な選択プロセスを実行する。
既に説明したことから明らかなように、本発明によるトランスポンダ通信装置１及び本発
明によるトランスポンダ２は、非常に速く、かつ、信頼性のある一つのトランスポンダ２
の個別の選択を保証する。その理由は、選択プロセスはトランスポンダ通信装置１の受信
範囲内に存在するトランスポンダ２のみを許容するだけでよいからであり、受信範囲内に
存在するトランスポンダ２に対する複数の時間窓ＺＦを割り当てることによって多数のト
ランスポンダ２を迅速に除去し、その結果、トランスポンダ２を少数の選択ステップだけ
で選択することができ、したがって、多くの時間を省略する。説明すべき他の利点は、信
頼性のために仮に除去されるがまだ選択されていないトランスポンダ２を選択プロセスの
各ステップ中に待機状態に設定することであり、その結果、これらは、継続された選択ス
テップを妨害せず、トランスポンダの選択後次の他のトランスポンダを選択するために非
常に簡単に待機状態から作動状態に設定することができる。説明すべき他の利点は、選択
プロセスの選択ステップ中に選択された各トランスポンダがその選択後に不作動状態に設
定されることであり、その結果、それを無視することができ、選択プロセスの次の選択ス
テップ中に悪影響が及ぼされない。
図１に示したトランスポンダ通信装置１の変形において、他の不作動段を省略することが
でき、この場合、時間窓選択手段は全ての時間窓情報ＺＦＩ１，ＺＦＩ２，ＺＦＩ３及び
ＺＦＩ４から時間窓情報ＺＦＩを選択し、それを、検出手段によって検出情報として発生
させることができ、その情報を、時間窓問合わせ段３６に供給し、その後、時間窓情報Ｚ
ＦＡＦＩ１，ＺＦＡＦＩ２，ＺＦＡＦＩ３及びＺＦＡＦＩ４の四つのアイテムを発生させ
るように適合させ、それを、図２に示したトランスポンダ２の変形であるとともに時間窓
問合わせ情報ＺＦＡＦＩのこれら四つのアイテムを処理するのに適切なトランスポンダに
送信することができる。図２に示したトランスポンダ２と比較すると、これらトランスポ
ンダの各々は、他の不作動段を具えないが、時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩの四つのアイ
テムを検出し及び発生させるのに適合した時間窓情報検出段７２を有し、検出し及び発生
した時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩは、他の不作動情報ＷＤＡＩの代わりに、図２に一点
鎖線９３及び９４で線図的に表したように第２の検出器８４に供給される。本例では、第
２の検出器８４を、供給された時間窓問合わせ情報ＺＦＡＦＩ　Ｎの数Ｎと乱数メモリ８
２からの乱数Ｚとを比較し、これらが等しい場合には待機状態情報ＷＺＩを発生させ、こ
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れを待機状態メモリ７８に供給するように構成し、その結果、時間窓問合わせ情報ＺＦＡ
ＦＩ　Ｎに対応するＮ番目の時間窓ＺＦ　Ｎの任意の問合わせ情報ＡＷＩを送信しない全
てのトランスポンダ２を、待機状態に設定する。
冒頭で簡単に説明した変形したトランスポンダ通信装置を時間窓問合わせ段によって形成
する。冒頭で簡単に説明した変形したトランスポンダにおいて、他の不作動検出段を時間
窓検出段によって形成する。
本発明は、これまで説明した変形に限定されるものではない。ここで説明したトランスポ
ンダの変形は、必要なエネルギーを受信したデータ信号から得るいわゆる受動トランスポ
ンダである。明らかに、本発明を、独立した電源、例えば、電池又は太陽電池を有するい
わゆる能動トランスポンダにおいても好適に用いることができる。ここで説明した変形の
場合のように、トランスポンダ通信装置と各トランスポンダとの間の両通信方向の通信を
誘導的に行うことができ、クロック信号の周波数によってほぼ決定される両通信方向の通
信周波数を約１２５ｋＨｚとする。しかしながら、本発明の範囲内で、約１２５ｋＨｚの
通信周波数での誘導的な任意のトランスポンダに対するトランスポンダ通信装置の一方の
通信方向の通信を行うだけでなく、４３３ＭＨｚの範囲の通信周波数を有するＵＨＦ無線
システムでの他方の通信方向の通信も行うことができる。

【図１】 【図２】
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【図３】
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